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木育や地域の活動拠点に
町林業多目的センターがオープン

地域の役に立ちたい
２社による社会貢献活動

　

㈱
多
田
塗
装
工
業（
多
田
征
人
代
表
取

締
役
）の
皆
さ
ん
が
７
月
23
日
、林
業
多
目

的
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
ラ
イ
ン
引
き
と
、

同
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
町
道
の
セ
ン
タ

ー
ラ
イ
ン
引
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン（
８
月
５
日
）

に
あ
た
り
、
同
社
が
社
会
貢
献
活
動
と
し

て
作
業
を
申
し
出
た
も
の
で
す
。丁
寧
な

作
業
に
よ
り
、
来
館
者
を
気
持
ち
よ
く
お

迎
え
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
27
・
30
の
両
日
に
は
、明
盛
建
設
㈱

（
藤
田
文
明
代
表
取
締
役
）の
皆
さ
ん
が
、

奥
春
別
小
学
校
と
周
辺
の
環
境
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
行
っ
た
も
の

で
、２
日
間
で
延
べ
20
人
以
上
が
参
加
。手

分
け
し
て
、
体
育
館
横
の
側
溝
の
取
り
換

え
、通
学
路
歩
道
の
草
刈
り
、校
庭
前
階
段

の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
林
業
多
目

的
セ
ン
タ
ー
が

８
月
５
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン

式
に
は
、
德
永

町
長
や
八
幡
町

議
会
議
長
、
中

野
亨
根
釧
西
部

森
林
管
理
署
長

な
ど
が
出
席
し
、

除
幕
式
な
ど
で

祝
い
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
８
年
か
ら
休

館
し
て
い
た
ク
ア
ハ
ウ
ス
屈
斜
路（
屈
斜

路
湖
畔
仁
伏
地
区
）を
改
修
し
た
も
の
。林

業
研
修
や
木
育
体
験
な
ど
林
業
の
活
性
化

を
中
心
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
や
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
の
役
割
も
担
い
ま
す
。式
で
德
永
町

長
は「
皆
さ
ん
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
な
っ

た
。多
く
の
方
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　

式
に
引
き
続
き
、夏
休
み
期
間
中
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
る「
夏
休
み
ト
ン
カ
チ
広

場
」が
、同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
町
森
林
組
合
の
共
催
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、今
年
で
16
回
目
。建
設

現
場
で
残
っ
た
角
材
な
ど
を
利
用
し
て
、

巣
箱
な
ど
を
作
る
催
し
で
す
。参
加
し
た

親
子
約
30
人
は
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
木
育
等
体
験
作
業
室
で
熱
心
に
作
品
作

り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ウッドデッキが備えられた作業室で木工に取り組む親子

多田塗装工業の皆さんによる林業多目的センターの駐車場ライン引き

不安定で危険だった奥小校庭前の階段を明盛建設の皆さんが改修

看板の除幕式でオープンを祝う 22

屈斜路湖の未来を考える
屈斜路湖遊漁フォーラム

夏休み期間の防犯活動と
青少年健全育成を目指し

防犯協会と暴力追放運動推進協議会
キャンプ場と弟子屈神社祭りの巡視

　

弟
子
屈
町
防
犯
協
会（
田
中
冨
士
男
会

長
）と
弟
子
屈
町
暴
力
追
放
運
動
推
進
協

議
会（
髙
田
中
会
長
）主
催
の
キ
ャ
ン
プ
地

合
同
巡
視
パ
ト
ロ
ー
ル
が
８
月
13
日
、
砂

湯・和
琴
両
キ
ャ
ン
プ
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
が
多
い
お
盆
時
期
に
、
防
犯
活

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、両
協
会
員
ほ
か
川
湯
防
犯
協
会
、弟
子

屈
地
区
保
護
司
会
弟
子
屈
分
区
、
少
年
補

導
員
連
絡
協
議
会
な
ど
、
関
係
者
約
40
人

が
参
加
。キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
に
チ
ラ
シ

な
ど
を
手
渡
し
て
、
事
故
や
犯
罪
被
害
へ

の
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

８
月
19
・
20
の
両
日
に
は
、弟
子
屈
神
社
例

大
祭
で
の
街
頭
防
犯
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
中
の
青
少
年
健
全
育
成
事

業
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
約

20
人
が
参
加
。露
店
を
回
る
子
ど
も
た
ち

な
ど
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
手
渡
し
、
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

　

屈
斜
路
湖
遊
漁
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
８
月
22

日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
釣
り
場
と
し
て
全
国
的
に
注

目
を
集
め
て
い
る
屈
斜
路
湖
に
つ
い
て
、

て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会（
屈
斜
路
遊
漁
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
検
討
委
員
会
）の
協
力
の
も
と
、遊

漁
振
興
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

屈
斜
路
湖
を
訪
れ
る
釣
り
人
が
も
た
ら
す
、

観
光
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
に
着
目
し
た
も
の
で
、
魚
類
資

源
へ
の
負
荷
を
最
小
限
に
抑
え
、
素
晴
ら

し
い
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
遊
漁
振

興
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
観

光
関
係
者
や
釣
り
の
愛
好
家
な
ど
約
30
人

が
参
加
。「
屈
斜
路
湖
遊
漁
振
興
条
例
」（
仮

称
）素
案
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
や
、屈

斜
路
湖
で
の
釣
り
の
特
徴
に
つ
い
て
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
扇
谷
勝
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
渚

滑
川
と
ト
ラ
ウ
ト
を
守
る
会
」理
事
長
）、

橋
本
收
さ
ん（
同
副
理
事
長
）、澤
田
耕
治
さ

ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
北
海
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
」然
別
湖
グ
レ
ー
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
担
当
）、

中
嶋
康
雄
さ
ん（
㈳
摩
周
湖
観
光
協
会
副
会

長
）、
佐
藤
豪
さ
ん（
地
元
釣
り
愛
好
家
）に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
結
果
と
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
素
案
に
対
す
る
意
見
は
、
条

例
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

砂湯キャンプ場での合同巡視パトロール（上）
弟子屈神社例大祭での街頭防犯巡視（下）

パネルディスカッションで遊漁振興について意見交換


